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研究結果の概要 

本研究では、高効率高温モータシステムを実現するための基礎検討として、高温環境下の半

導体特性を考慮した磁性材料の特性評価を行った。 

得られた結果は以下の通りである。 

 高温パワーエレクトロニクス励磁下の磁性材料の特性を実験的に評価した。ここでは、

半導体の温度特性  (図 1)がパワーエレクトロニクス励磁下の磁気特性に影響を及ぼす

ことを示した。 

 磁気特性を表現するモデルを用いて、数値計算でも、高温パワーエレクトロニクス励磁

下の半導体の温度特性が磁気特性に影響を及ぼすことを明らかとした。 

 

 

図 1半導体の温度特性。左が IGBT、右がダイオードの IV特性。赤色が高温動作、青色

が室温動作時の特性。文献(1) 
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今後の展開 

今後は、高温環境の磁気特性を用い、有限要素法等により損失特性を明らかにしていく。 

 


